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ヘ
野

日

や

か

ら

ペ
日

交通事故をなく そう
46年度春の全国交通安全運動実施

勺日

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転

者
、
運
転
者
の
雇
え
そ
の
他
道
路

交
通
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
者

に
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を

は
か
り
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
実
施
期
間

〔
前
期
〕
四
月
五
日
（
月
）
か
ら

四
月
十
日
（
土
）
ま
で

（
六
日
間
）

〔
後
期
〕
四
月
二
十
六
日
（
月
）

か
ら
五
月
一
日
（
土
）

ま
で
（
六
日
間
）

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

〔
前
期
〕
新
入
学
児
童
、
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

〔
後
期
〕
行
楽
期
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う

目

標

こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故

一
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み
ん
な
て
車
故
か
ら

ま
も
り
ま
し
ょ
う

新
入
学
児
童

防

止

の

徹

底

（

前

1
安
全
施
設
の
総
点
検

2
飛
び
出
し
事
故
の
防
止

3
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
励
行

4
老
人
に
対
す
る
指
嘩
と
保
護

5
正
し
い
横
断
の
励
行

6
運
転
者
の
歩
行
者
に
対
す
る
保

護
規
定
の
再
確
認

行
柴
期
の
交
通
事
故
防
止
の

徹

底

（

後

期

）

1
飲
酒
運
転
の
追
放

2
無
謀
運
転
の
追
放

3
踏
切
事
故
防
止

4
職
場
に
お
け
る
安
全
管
理
の
徹

底
5
レ
ジ
ャ
ー
運
転
の
事
故
防
止

日
曰ll 

福

島

県

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会

推
進
機
関
団
体

玉

川

村

玉
川
村
交
通
対
策
協
会
議

期
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確
定
申
告
を
し
た
あ
と

で
へ
申
告
し
た
所
得
や
税

額
の
計
算
に
ま
ち
が
い
が

あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ

た
場
合
は
、
修
正
申
告
を

し
て
正
し
い
額
に
訂
正
で

き
ま
す
。
修
正
申
告
は
早

い
方
が
有
利
で
す
Q

[

逆
に
税
金
を
納
め
過
ぎ

て
い
た
場
合
は
、
申
告
期

限
の
三
月
十
五
日
か
ら
一

年
以
内
に
、
「
更
正
の
請

求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
＾

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て

い
た
り
、
申
告
を
し
な
か

っ
た
人
は
、
期
限
後
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
こ
れ
も
早
く
じ
た
方

が
有
利
で
す
。

五
の
日
は

「
税
の
相
談
日
」

毎
月
五
日
、
十
五
日
、

二
十
五
は
、
「
税
の
相
談

日
」
で
す
。

須
賀
川
税
務
署
は
、
須

賀
川
市
東
町
九
六
番
地
の

旧
庁
舎
跡
に
新
庁
舎
を
建

設
中
で
し
た
が
こ
の
ほ
ど

完
成
い
た
し
ま
し
た
。

仮
庁
舎
（
須
賀
川
市
八

幡
町
一
〇
二
番
地
、
須
賀

税
務
署
新
庁
舎
へ
移
転

ー

四

月

十

か

ら

ー

ー

・

日
日
詠
進
歌
は
、
一
人
一
首

限
り
と
し
、
未
発
表
の

一
、
昭
和
四
十
七
年
歌
会

始
の
お
題

（書

職

業

住

所

式 図）

山

税
金
の
相
談
は
ど
こ
の

税
務
署
で
も
ご
自
分
の
名

ま
え
を
明
か
さ
ず
に
、
自

昭
和
四
十
七
年
歌
会
始

の
お
題
は
、
「
山
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
歌
の
中
に
「
山
」

の
文
字
が
な
く
て
も
、
例

え
ば
富
士
、
ア
ル

。フ
ス
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
等
の
山
の
名
が

あ
れ
ば
よ
く
、
ま
た
（
山

の
情
景
が
歌
に
よ
み
込
ま

れ
て
い
れ
ば
「
山
」
の
文

字
が
な
く
て
も
よ
ろ
し

、0
、し`二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

川
警
察
署
隣
り
〗）
で
の
事

務
は
、
四
月
六
日
ま
で
行

い
、
四
月
七
日
落
成
式
、

四
月
八
日
、
九
日
の
両
日

移
転
作
業
、
新
庁
舎
で
の

事
務
は
四
月
十
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。

由
に
で
き
ま
す
。

「
税
の
相
談
日
」
に
は
、

相
談
や
指
導
を
専
門
に
受

け
も
つ
係
長
な
ど
が
ご
相

談
に
お
答
え
し
、
適
正
な

税
法
上
の
取
り
扱
い
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
国
税
局
に
は
、

歌
で
あ
る
こ
と
。

口
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、

毛
筆
で
自
書
の
こ
と
。

た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠

進
す
る
場
合
は
、
用
紙

は
随
意
と
し
、
毛
筆
で

な
く
て
も
さ
し
つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん
。

国
病
気
又
は
身
体
障
害
の

た
め
毛
筆
で
自
書
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
他
人
が
代
筆
し
て

も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合

は
、
す
べ
て
そ
の
理
由

を
書
い
た
別
紙
を
添
え

る
こ
と
。

な
お
、
盲
人
は
、
点
字

で
詠
進
し
て
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

四
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ

折
り
に
し
て
、
右
半
面

に
御
題
と
歌
に
左
半
面

住
所
氏
名
（
本
名
ふ
り

が
な
づ
き
）
生
年
月
日

及
び
戟
業
（
具
体
的
に

詳
し
く
）
を
書
く
こ
と

（
書
式
図
参
照
）

（
職
業
の
書
き
方
例
示
）

•{

;,

.
­

f’
な

ふ

り

が

な

氏

名

＂生

年

月

日

「
税
務
相
談
室
」
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
知
識
、
経

験
の
豊
か
な
税
務
相
談
官

が
、
毎
日
税
金
の
苦
情
や

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
は
、
仙
台
市

本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
国
税
局
内
）

ア
、
職
業
は
、
例
え
ば

医
師
、
看
詭
婦
、
何

業
、
何
会
社
常
務
取
締

役
、
何
省
何
局
何
課

長
、
何
学
校
教
論
何
学

校
何
学
年
等
と
書
く
。

イ
、
無
職
の
場
合
は
、
必

ず
元
の
職
業
又
は
世
帯

主
の
職
業
若
し
く
は
世

帯
主
の
元
の
職
業
及
ひ

世
帯
主
と
の
続
柄
を
書

く
。
例
え
ば
元
何
業
、

元
何
商
、
元
何
会
社
社

（約
25
セ
ソ
チ
）

（
折
り
目
）

昭
和
四
十
七
年
歌
会
始
の

お
題
喜
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

｀
定
申
告
が
—
二

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は

（約35セソチ）

長
、
何
県
何
部
何
課
員

の
父
、
元
何
学
校
教
授

の
妹
等
。

，^いv

ウ
、
主
婦
で
無
職
の
場
合

は
、
夫
の
職
業
又
は
元

の
職
業

（
夫
を
失
っ
た

者
は
、
亡
夫
の
生
前
の

職
業
又
は
世
帯
主
の
職

業
若
し
く
は
世
帯
主
の

元
の
職
業
及
び
続
柄
）

を
書
く
。

次
の
場
合
に
は
、
詠
進

歌
は
失
格
し
ま
す
。

日
一
人
で
二
首
以
上
詠
進

し
た
場
合
。

口
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表

さ
れ
た
歌
と
同
一
又
は

著
し
く
類
似
し
た
歌
で

あ
る
場
合
。

国
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行

な
わ
れ
る
日
以
前
に
、

新
聞
、
様
誌
そ
の
他
の

出
版
物
、
年
賀
状
等
に

よ
り
発
表
し
た
場
合
。

四
代
筆
と
認
め
ら
れ
る
場

合
（
二
の
国
に
掲
げ
る

代
筆
の
理
由
書
を
添
え

た
場
合
を
除
く
。
）

伺
職
業
を
単
に
会
社
員
、

公
務
頃
、
商
業
、

ご
由↑

、
注
意
事
項

例
え
ば

夫
は
何
業
、
夫
は
元
陸

軍
大
佐
、
夫
は
元
何
農

業
協
同
組
合
理
事
、
何

県
何
部
長
の
母
、
何
銀

行
何
係
員
の
姉
等
。

老
人
十
割
給
付

実
施
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の

ー
被
保
険
者
証
の
更
新
ー

郵
便
の
あ
て
先

「
100
東
京
都
千
代
田

業
、
団
体
役
員
、
無
区
千
代
田
一
番
・
｛『
号

・
宮

職
、
主
婦
等
と
だ
け
書
内
庁
と
し
、
：
封
筒
に
「
詠

入
f

い
て
具
体
的
で
な
い
場

、
進
歌
」
と
書
き
添
え
る
こ

合

。

と

。

詠

進

歌

は

、

小

さ

く

因
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
折
つ
て
封
入
し
て
さ
し
つ

に
よ
ら
な
い
場
合
。
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
に
つ
い
て
疑
問
が

四
、
詠
進
の
期
間

あ
れ
ば
、
直
接
、
宮
内
庁

'
式
部
職
あ
て
に
、
住
所
、

本
年
九
月
一
日
か
ら
十

氏
名
を
書
き
、
郵
便
切
手

月
十
一
日
ま
で
と
し
、
郵

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

送
の
場
合
は
、
‘
消
印
が
十

添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で

月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を

に
照
会
す
る
か
、
都
道
府

有
効
と
し
ま
す
。

五

、

県

庁

又

は

市

町

村

役

場

に

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

現
在
使
用
し
て
い
る
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

本
年
三
月
三
十
一
日
で
切

れ
、
四
月
一
日
よ
り
新
ら

し
い
被
保
険
者
証
と
切
替

い
に
な
り
ま
す
。

つ
い
て
は
被
保
険
者
に

転
入
、
転
出
、
転
居
及
び

社
会
保
険
に
加
入
し
た

り
、
社
会
保
険
を
や
め
ら

れ
た
り
し
て
異
動
の
あ
る

老
人
の
健
康
福
祉
増
進

を
図
る
た
め
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
満

八
十
才
以
上
の
老
人
に
対

し
、
左
記
に
よ
り
十
割
給

付
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

世
帯
に
あ
っ
て
は
、
早
急

に
印
鑑
持
彦
の
上
届
出
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
致
し

ま
す
。
尚
、
更
新
事
務
は

部
落
毎
に
日
程
を
決
め
行

な
い
ま
す
が
、
こ
の
日
程
、

は
后
日
回
覧
に
て
お
知
せ

し
ま
す
。
又
更
新
は
旧
被

保
険
者
証
と
交
換
に
行
な

い
ま
す
の
で
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
、
老
人
（
年
令
八
十
才

と
な
っ
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
の
者
を
い
う
）

但
し
、
病
院
又
は
診
療

所
へ
の
収
容
に
よ
よ
療

旋
の
給
付
を
除
く
。
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血
液
は
人
間
に
と
っ

て
、
い
の
ち
の
網
で
あ
り

ま
す
。
人
間
の
生
命
が
母

体
に
宿
っ
て
が
ら
、
こ
の

世
に
生
れ
一
生
を
終
る
ま

で
、
休
み
な
く
活
助
を
続

け
、
わ
れ
わ
れ
の
い
の
ち

を
保
っ
て
く
れ
る
も
の
は

血
液
で
す
。
こ
の
貴
重
な

血
液
は
、
一
時
に
多
量
を

失
え
ば
生
命
の
い
と
な
み

は
止
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
大
け
が
や
大
手

術
の
際
に
は
、
ど
う
し
て

も
こ
の
失
わ
れ
た
血
液
を

補
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
輸
血
と
云
う

こ
と
で
す
。

採
血
後
摂
氏
四
度
か
ら

六
度
の
問
で
保
存
す
れ

ば
、
普
通
採
血
か
ら
二
十

一
日
間
は
使
用
で
き
ま

す
。
採
血
后
五
日
目
か
ら

使
用
で
き
る
の
で
実
際
の

使
用
期
間
は
十
七
日
か
ら

R
血
液
の
有
効
期
間

は
◎
血
液
は
い
の
ち
の

と
も
し
び

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

なたの!llllllllllllllll!llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilll 

十
八
日
間
程
度
で
す
。

⑲
血
液
の
量
は

血
液
の
量
は
普
通
成
人

の
場
合
は
、
体
重
の
六
パ

ー
セ
ソ
ト
か
ら
八
。
ハ
ー
セ

ソ
ト
で
、
体
重
の
十
二
分

の
一
か
ら
十
三
分
の
一
程

度
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
蔵
器
の
血
量
は
一
定
せ

ず
活
動
期
に
は
増
加
す
る

が
休
息
時
に
お
け
る
血
液

の
分
布
状
態
は
心
蔵
及
大

血
管
が
四
分
の
一
肝
蔵
が

四
分
の
一
筋
肉
が
四
分
の

一
そ
の
他
脈
器
組
織
が
四

分
の
一
と
な
っ
て
い
ま
す

R
血
液
の
提
供
は

保
存
血
液
と
い
っ
て
も

人
間
の
血
液
そ
の
も
の
を

あ
る
期
間
保
存
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
血
液

を
提
供
し
て
く
れ
る
人
が

必
要
で
あ
る
わ
け
で
す
。

廂
液
は
本
来
一
般
の
商

品
と
異
な
り
、
血
液
を
必

要
と
す
る
息
者
の
た
め

に
、
健
康
な
人
々
が
進
ん

で
こ
れ
を
提
供
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
姿
で
す
が
、

従
来
は
い
わ
ゆ
る
特
定
の

人
々
か
ら
そ
の
提
供
を
受

け
て
き
た
の
で
す
。

昭
和
三
十
八
年
に
於
け

る
保
存
血
液
の
約
九
十
七

ペ
ー
セ
ソ
ト
が
、
売
血
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
昭
和

三
十
九
年
春
頃
か
ら
血
液

問
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
が
急
激
に
高
ま
る
に
つ

れ
て
献
血
に
よ
る
血
液
が

次
第
に
増
加
し
、
三
十
九

年
末
に
お
け
る
献
血
血
液

の
割
合
は
七
・
七
。
ハ
ー
セ

ソ
ト
に
な
り
、
そ
の
後
献

血
は
順
調
に
伸
び
、
四
十

四
年
に
は
九

O・
二
パ
ー

セ
ソ
ト
に
達
す
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
は
私
達
の
保
健

衛
生
上
喜
ば
し
い
こ
と
で

g
 

体

重
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〇
採
血
に
対
す
る
不

あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
良
い
血
液
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
献

血
の
血
液
を
集
め
る
以
外

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

即
ち
、
平
素
健
康
な
人
々

が
、
お
互
い
の
助
け
合
い

の
力
で
、
血
液
を
病
人
の

た
め
に
提
供
し
合
う
と
い

う
、
人
間
の
高
度
な
社
会

連
帯
意
識
に
よ
り
、
人
道

的
立
場
に
立
っ
て
献
血
を

今
後
益
々
伸
ば
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

R
ど
ん
な
人
が
献
血

で
き
る
か
、
又
採

血
の
手
順
は

満
十
六
才
以
上
満
六
十

五
オ
未
満
の
方
で
、
健
康

な
方
な
ら
男
女
を
問
わ
ず

献
血
で
き
ま
す
。
ま
た
献

血
に
つ
い
て
の
採
血
の
場

合
は
問
診
の
外
[
-
血
圧
や

血
液
の
比
重
側
定
等
を
行

な
い
、
採
血
し
て
も
さ
し

つ
か
い
な
t

い
か
ど
う
か
、

医
師
が
健
康
状
態
を
よ
く

確
認
し
た
上
で
決
定
い
た

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

採
血
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
す

安
感
を
除
く
た
め

こ~ 
献
血
に
対
す
る
御
理
解

と
協
力
的
な
意
欲
が
あ
っ

て
も
二

0
0̀̀‘
'リ
リ
ッ
ト

ル
と
い
う
採
血
量
に
つ
い

て
、
不
安
感
を
持
た
れ
る

人
が
案
外
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
人
体
と

血
液
量
と
の
関
係
を
知
れ

ば、

叫決
し
て
心
配
す
る
こ

と
が
無
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

人
体
の
全
血
量
は
男
子

の
場
合
概
ね
体
重
一
キ
ロ

に
つ
き
七
三
・
ニ
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
、
女
子
の
場
合
で

六
七
・
七
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
重
に

あ
っ
て
計
算
す
れ
ば
全
血

量
は
別
表
の
通
り
に
な
り

ま
す
。
献
血
一
回
の
採
血
量
は

二

0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で

す
か
ら
、
体
重
五
五
キ
ロ

,1・ や

謁枷舟は早めに

ゲ
ラ
ム
の
男
子
を
例
に
と

れ
ば
、
右
の
表
か
ら
四
・

0
二
三
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

で
、
採
血
は
そ
の
二
十
分

の
一
に
当
り
ま
す
。

一
回
の
採
血
量
が
全
血

量
の
一

0
バ
ー
セ
ソ
ト
以

内
で
あ
れ
ば
、
普
通
何
等

影
響
は
無
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
二
十
分
の

一
や
二
十
五
分
の
一
で
は

問
題
は
無
い
事
は
明
ら
か

で
す
。

⑲
献
血
し
た
人
に
は

こ
ん
な
特
典
が
あ

り
ま
す

1
あ
な
た
の
血
液
型

(
A

B
0
式、

R
H
式
）
を

記
入
し
た
献
血
手
帳
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

2
篤
志
献
血
さ
れ
た
方
に

は
将
来
あ
な
た
や
家
族

の
方
に
輸
血
の
必
要
が

あ
る
と
き
は
、

～献
血
に

よ
る
保
存
血
液
を
優
先

太
田
綜
合
病
院
内

（
郡
山
市
）

的
に
お
世
話
し
ま
す
。

3
献
血
さ
れ
た
血
液
に
つ

い
て
は
、
厳
重
な
検
査

を
行
い
ま
す
も
じ
そ
の

血
液
に
異
常
反
応
が
認

め
ら
れ
る
と
直
ち
に
本

｀
人
当
て
に
血
液
健
康
診

断
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
従
っ
て
本
人
の
病

気
が
早
期
発
見
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

4
、
県
よ
り
献
血
御
礼
と

し
て
記
念
品
を
差
上
げ

ま
す
。

R
献
血
す
る
場
所

県
南
方
部

寿
泉
堂
綜
合
病
院
内

（
郡
山
市
）

公
立
岩
瀬
病
院
内

r
須
賀
川
市
）

白
河
厚
生
綜
合
病
院
内

（
白
河
市
）

財
団
法
人
会
田
病
院
内

（
矢
吹
町
）

移
動
採
血
車

愛
の
献
血
車
は
県
内
を

常
に
巡
回
し
、
あ
る
人
数

が
ま
と
ま
っ
て
献
血
を
希

望
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
は
、

ど
こ
で
も
出
向
い
て
行
っ

て
採
血
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と

は
、
最
寄
り
の
保
健
所
、

役
場
に
お
問
合
わ
せ
下
さ

、
o
し

玉

川

村

選

挙

管

理

委

員

会
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非行を防ご
態度や言葉に注意

う

9

最
近
、

＇少
年
非

．
行
の
集
団
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
少

年
が
、
ど
の
よ
う

な
集
団
に
所
属
し

て
い
る
か
を
み
ま

す
と
、
地
域
集
団

（
居
住
地
を
中
心

と
し
た
集
団
）
学

校
集
団
（
学
校
のヽ

ク
ラ
ス
メ
ー
ト

先
輩
、
後
輩
を
中

心
と
し
た
集
団
）

に
属
す
る
非
行
少

年
が
多
く
、
特
に

学
校
集
団
に
属
す

る
非
行
少
年
の
増

加
が
め
だ
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
集
団
の
中
に

は
、
窃
盗
集
団
、

粗
暴
犯
集
団
、
あ

る
い
は
性
的
非
行

を
目
的
と
す
る
性

ヽ 部

落

11

辺

,'/
 

ヶ小

高

ク岩
法
寺

竜

崎

ク

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

矢

部

治

美

忠

一

・
孫

矢

吹

春

男

政

ニ

ク

首

藤

純

子

多

代

ク

金

沢

良

司

三

知

夫

長

男

大

竹

恵

美

子

保

重

孫

の

長

女

小

林

正

和

要

右

衛

門

孫

小

林

浩

子

尚

ク

小

林

恵

子

彦

長

次

女

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
-
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一

か

え

ら

ざ

る

も

の

一
三

輪

貞

夫

[

一

此

の

世

に

再

び

か

え

ら

ざ

る

も

の

は

流

水

血

す

ぎ

し

歳

月

叩
去
っ
た
青
少
年
時
代

血

こ

う

し

た

こ

と

を

考

え

る

と

今

一

日

が

寺
1
{

血

、

ゃ

一

i
f
u
カ

血

我

々

の

人

生

前

進

の

上

に

叫

再

び

か

え

ら

ざ

る

意

味

に

お

い

て

一

ぃ

か

に

辱

い

か

を

〗
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
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的
非
行
集
団
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。
地
域
集
団
の
中

に
あ
る
窃
盗
集
団
、
粗
暴

犯
集
団
に
属
す
る
非
行
少

年
の
割
合
は
、
八
五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
集
団
の
中

に
あ
る
窃
盗
集
団
、
粗
暴

犯
集
団
に
属
す
る
非
行
少

年
の
割
合
は
、
九
五
％
で

あ
っ
て
、
窃
盗
集
団
、
粗

暴
犯
集
団
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

多
く
の
少
年
が
、
身
じ
か

な
非
行
集
団
の
中
に
取
り

こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
護
者

の
か
た
が
た
、
学
校
等
に

お
い
て
も
、
以
上
の
点
を

よ
く
苺
慮
さ
れ
る
と
と
も

に
、
次
の
事
項
に
よ
く
留

意
さ
れ
、
少
年
た
ち
の
集

団
非
行
化
を
防
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
態
度
や
顔
つ
き
が
変

っ
た
り
、
お
ち
つ
き
が

な
く
な
る
。

二
、
言
葉
づ
か
い
が
変
り

う
そ
が
多
く
な
る
。

三
、
服
装
が
変
っ
て
く

゜
る
四
、
持
ち
も
の
が
変
っ
て

く
る
。

五
、
学
校
や
勤
め
先
か
ら

の
帰
り
が
お
そ
く
な

る。

六
、
外
出
が
多
く
な
る
。

七
、
見
知
ら
ぬ
友
だ
ち
と

交
際
の
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
と
な
く
調
べ
て
み

る
こ
と
。

一

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

(

1

一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

＿ー
八
、
急
に
金
使
い
が
荒
く

な
る
。

r

九
、
飲
酒
、
喫
煙
を
す

。
る
+
、
読
み
も
の
な
ど
に
つ

全
国
青
少
年
育
成
国
民
会
議
よ
り

塩
沢
平
子
さ
ん
に
奨
励
賞

青
少
年
育
成
国
民
会
議

で
は
毎
年
全
国
の
青
少
年

か
ら
作
文
や
論
文
を
募
集

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
度
に
お
け
る

作
文
の
部
で
数
多
い
応
募

清く正しく明るい選挙

部
落

川

辺

中
・・

II 岩
法
寺

クん
‘竜

崎

ー、

選
挙

作
品
の
中
か
ら
、
須
釜
中

学
校
三
年
生
、
塩
沢
平
子

い
て
の
読
書
傾
向
が
変

っ
て
く
る
。

十
一
、
手
紙
や
電
話
に
敏

感
に
な
る
。

死
亡
者
氏
名

須

藤

金

司

双

里

正

次

吉

田

清

佐

久

間

サ

タ

大

竹

勇

助

大

竹

キ

セ

湯

沢

ヵ

ク

繁ク良倉ク主鉄世
帯
夫主
名

母父父妻宇政父
の 一博

続

叔 のの
母 父父

照蔵

柄

さ
ん
（
南
須
釜
字
蟹
沢
七

一
）
が
見
事
奨
励
賞
に
入

選
し
全
国
青
少
年
育
成
国

妊
娠
し
ま
し
た
ら
、
妊

娠
届
出
を
し
て
、
母
子
手

帳
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
五
ヵ
月
に
な
り
ま

し
た
ら
、
医
師
ま
た
は
助

産
婦
か
ら
妊
娠
証
明
書
を

も
ら
っ
て
居
住
地
の
役
場

へ
提
出
し
、
母
子
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

こ
の
際
胸
部
の
レ
ソ
ト

ゲ
ソ
診
断
と
血
液
の
梅
毒

反
応
の
結
果
が
必
要
で
す

か
ら
前
も
っ
て
こ
れ
等
の

診
断
は
母
子
健
康
セ
ソ
タ

ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
受
け
て
お
く
べ
き
で

す
。
こ
れ
は
母
体
の
健
康

を
守
り
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ

ん
を
保
護
し
て
安
全
に
立

派
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

丈
夫
に
育
て
て
い
く
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す

か
ら
、
必
ず
規
則
は
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
手
帳
は
妊
娠
中
か

ら
出
産
を
経
て
、
母
親
と

な
り
、
生
れ
た
子
供
が
成

長
し
て
小
学
校
へ
入
学
す

る
ま
で
の
母
と
子
の
健
康

に
関
す
る
記
録
を
記
し
て

お
く
記
念
す
べ
き
も
の
で

す
か
ら
、
大
切
に
保
存
し

て
置
い
て
下
さ
い
。

1

妊
娠
の
届
出
と
ー
—
―

母
子
手
帳
ー

一

民
会
議
会
長
賞
及
び
副
賞

と
し
て
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。




